
１．事務事業の種類

２．事務事業の概要

事務事業評価シート 評価年度 平成29年度 対象事業年度 平成28年度

 所属・
 担当者氏名

　　　　福祉部　児童福祉課　児童福祉グループ　　　　巽　敦子
評価責任者
（担当課長）

児童福祉課長　大中　和彦

 ① 事務事業の名称 地域子育てサポートクラブ事業  ② 整理番号 02210101-003

 ③ 第４次総合計
     画の施策の体
     系

章 心豊かな市民・教育・福祉

節 子どもを育てやすいまちづくりの推進

項 総合的な子育て支援施策の展開

号 相談・支援体制の充実

 ④ 関連する個別計画 なし  ⑥ 事務の種類 自治事務

 ⑤ 根拠法令・条例等 大和高田市子育てサポート事業実施要綱

　① 目的
  （何のために）

市民が安心して子どもを生み育てることができる環境の実現を図るため、市民が相互に子育てを
支援できる事業を実施する。

　 ② 対象
  （誰・何を対象として）

市内に居住する乳幼児又は小学生を現に養育している者

　 ③ 手段
  （どのようなやり方で）

子育てを地域で相互援助していく大和高田市子育てサポートクラブを設置。
平成20年度より大和高田市社会福祉協議会に事業委託。大和高田市社会福祉協議会でサポー
ター養成講座を開講し、サポーターを育成。利用者宅やサポーターの自宅、託児室で乳幼児や
児童を預かる。また学童ホームや保育所などへの送迎を行い、保護者負担を軽減している。

 　④ 成果
  （どのような効果を得ようと
   しているのか）

現在、市の運営の子育て支援サービスでは対応できていない、児童の保育所等への送迎部分を
実施し、利用者のニーズに応える。

３．投入された年間総事業費及び人件費の推移 ※概算人件費は「人件費計算シート」による (単位：千円,人)

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

 ① 直接事業費 2,699 2,638 2,566 2580 (予算) 2,546

 ② 概算人件費 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0 (0.00) 0

 一般職員 (職員数)

 嘱託職員 (職員数)

 臨時職員 (職員数)

 ③ 合　計 (① + ②) 2,699 2,638 2,566 2,580 0
 ④ 特定財源
(国･県支出金､市債など) 1,400 1,758 1,710 1,720

 ⑤ 一般財源 (③ - ④) 1,299 880 856 860 0



① 日 日 日 日

②

① 人 人 人 人

② 人 人 人 人

① 円 円 円 円

②

５．項目別評価

□　人件費の重点化□　予算の重点化 □　事業の縮小 □事業の統合 □実施内容の変更 □　その他

７．２次評価

４．評価指標

種類 指　　標　　名 指標の算出方法等
実　　績　　値

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

活動
指標

活動日数 年中無休 365 365 366 365

成果
指標

利用者数 年間利用者数 2,572 3,385 3,878 3,096

1日あたりの利用者数 7 9 11 8

効率
指標

利用者１人あたりのコスト 一般財源／年間利用者数 505 260 221 278

　②有効性
   （成果は向上していますか、向上して
   いない場合向上のために改善の余地
   はありますか）

Ａ

　③効率性
   （コスト･受益者負担は適切ですか、
   不適切な場合改善の余地はありま
　 すか）

Ａ

評 価 の 視 点
3段階
評 価

評 価 の 根 拠

　①妥当性
   （目的及び市の関与は妥当ですか）

Ａ

６．今後の方向性 Ａ 現状のまま継続、Ｂ 見直し（重点化、縮小､統合など）のうえ継続、Ｃ 休止、Ｄ 完了・廃止

判　定 具体的な改善・見直しの内容（「Ｂ 見直しのうえ継続」 の場合に限る。）

Ａ

Ａ 現状のまま継続、Ｂ 見直し（重点化、縮小､統合など）のうえ継続、Ｃ 休止、Ｄ 完了・廃止

判　定 具体的な改善内容・改善計画（「Ｂ 見直しのうえ継続」の場合に限る。）

地域全体で子育て支援するために、市民相互が支えあっていくシス
テムの構築は必要である。

保育所・児童ホームの送迎や母親や家族の病気時等においてサー
ビスを受けることができるので、共働きや就労しているひとり親家庭に
は欠かせない事業である。

社会福祉協議会へ委託金を支払っている。特にコスト等の部分で改
善するべき点はない。


